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気液混合器方式による地下浸透海水の溶存酸素改善効果（技術名）

（要約）気液混合器を用いて空気または酸素ガスを地下浸透海水に混合することで、従来の

曝気槽方式よりも短時間に、より少ない気体量で高い溶存酸素量に改善できる。
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［背景・ねらい］

陸上魚類養殖施設の用水として、溶存酸素飽和度の低い水（例えば地下浸透海水）を使用す

る場合、曝気処理による溶存酸素量の改善が必要不可欠である。通常、通気専用の配管に接続

した送風機等を使い、曝気槽内に沈設した多孔質素材（エアーストン等）を介した気液混合を

行う場合が多い（以下、曝気槽方式 。しかし、本方式は使用する装置の出力や多孔質素材の）

設置仕様（数・大きさ・気泡径）によって曝気能力に差が生じやすく、海水使用量の増加に伴

い処理水の滞留時間が減少した場合は通気量を増加させない限り、溶存酸素飽和度が低下しや

すい。そこで、流体の圧力変化を利用して管内に微細気泡を生じさせるベンチュリ管を応用し

た気液混合器（図１）による溶存酸素改善効果を調査し、曝気槽方式との違いを比較した。

［成果の内容・特徴］

.１ 容量４ の水槽に 分（ 回転 時）で地下海水原水（水温 ℃・塩分 ・kL 45.6L/ 0.7 25.4 28.2psu/
溶存酸素量 ）を注水し、それぞれ毎分 の空気を供給した結果、エアーストン3.3mg/L 9L
設置区の溶存酸素量が （飽和度 ）を上限に停滞した一方で、気液混合器設置5.4mg/L 78%
区は （ ）に達した（図２ 。6.7mg/L 96% ）

２. 混合気体を高圧酸素ガス（毎分 ）に変えて、同様の実験を行った場合、エアーストン1L
mg/L % mg/L設置区では最大 であったのに対し 気液混合器設置区では最大10.0 144 19.0（ ） 、

（ ）に達した（図３ 。273% ）

３. 気液混合器を用いた処理水の溶存ガス量は、気体の供給量とともに増加し、溶解可能な最

大濃度に漸近すること、ベンチュリ管のど部径が小さい（処理流量が少ない）ほど、少な

い量でより高い濃度に達することが確認された（図４ 。）

４. 機器内部の構造（ベンチュリ管）で効率的な気体溶解を行う気液混合器により、海水使用

量の増減に影響されず、曝気槽方式よりも短時間に、より少ない気体量で高い溶存酸素改

善効果を得られる。

［成果の活用面・留意点］

１. 気液混合方式を用いた溶存酸素改善処理によって曝気槽の設置が不用となる。

２. 掛け流し式養殖では飼育槽の注水口に本器を取り付けることで、地下浸透海水の恒温性に

影響を及ぼすことなく好適な酸素環境を構築できる。

３. 圧送ポンプの動力が停止した場合は曝気効果も消失することに留意する。

４. 本器は、市販の硬質塩化ビニル樹脂製の管材を組み合わせて自作したものであり、一般販

売向けに製品化されたものではない。
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図１ 実験に用いた気液混合器（硬質塩化
ビニル樹脂製）の模式図と処理流路．

図２ 空気を混合気体とした異なる曝気方法によ
る溶存酸素改善効果（●：エアーストン設置区・
○：気液混合器設置区 ．）
各値は多項目水質計（MS-5・ Hydro lab社製）を用いて15分毎に測定し

たそれぞれの曝気槽における処理水の溶存酸素量を示す．

図３ 高圧酸素ガスを混合気体とした異なる曝気
方法による溶存酸素改善効果（●：エアーストン
設置区・○：気液混合器設置区 ．）

図４ ベンチュリ管のど部径の異なる気液混合器
における曝気効果の違い（混合気体：空気 ．）
溶存酸素飽和度は，他項目水質計（MS5， Hydorolab社製）を用

いて15分毎に測定したそれぞれの処理水の溶存酸素量・水温・塩

分の値から，Weiss（1970）に従って推定した飽和溶存酸素量を元

に算出した．


